
2017年12月14日 新庄市民スキー場 救急法講習会・救助訓練

今シーズン営業控え、新庄市民スキー場杢蔵四季の家にて、救急法講習会と

救助訓練を行いました。

救急法講習会は、最上広域消防本部から救急救命士３名を講師に迎え、練習用

の人形を使っての心肺蘇生法や、AED（自動体外式除細動器）、骨折の手当て、

全脊柱固定器具としてのバックボードの取り扱いなどが指導されました。

救助訓練では、従業員が救助する側、される側に分かれ、お客様を乗せたまま

リフトが停止したことを想定して救助方法、手順などの確認をしました。

お客様が快適かつ安心してウィンタースポーツを楽しんでいただけるよう、従

業員1人1人が真剣に取り組みました。






